
© Hitachi, Ltd. 2008. All rights reserved.© Hitachi, Ltd. 2008. All rights reserved.

「フロント統合から始めるSOA」
～より手軽にスタートできる新アプローチのご紹介～

２００８年１１月１８日
株式会社日立製作所

 
ソフトウェア事業部

第１ＡＰ基盤ソフト設計部　主任技師
的池　陽



© Hitachi, Ltd. 2008. All rights reserved.

１.

 
SOAに基づく段階的なシステム最適化

２.

 
フロント統合から始めるSOA

３. フロント統合の適用例

４. まとめ

Contents



© Hitachi, Ltd. 2008. All rights reserved.

SOAに基づく
段階的なシステム最適化
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企業を取り巻く環境の変化１-１．

変化への適応力を高め、経営スピードを高める企業戦略が重要

企業を取り巻く環境は、日々変化し多様化している

3

雇用形態の多様化Ｗｅｂ２.０
ＳａａＳ

グローバル化
環境配慮

労働人口の減少

規制緩和・自由化

ＰａａＳ

仮想化

業界再編

企業人

イノベーション

知識・ノウハウ システム

Ｗｅｂ２．０型ビジネス

ITシステムの仮想化

企業の社会的責任(ＣＳＲ)

現場レベルの
生産効率，業務品質

 の改善

企業活動の仮想化
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「業務プロセス改革」に向けたＩＴ部門への期待１-２．

生産管理受注情報

在庫情報

入庫出荷情報

配送管理
在庫情報

入庫出荷情報

在庫通知

受注手配
販売管理

受注情報

在庫情報

納期
問い合わせ

注文指示顧客

「リードタイムが長い」

「納期回答に時間がかかる」

「システムが使いにくい」

「改修に手間がかかる」
「システムをつなげるのも大変」
「運用も複雑」

日次バッチ

ビジネスユーザーの不満 ＩＴ部門の悩み

IT部門に求められている企画提案

　　「変化に対応した業務プロセス改革を支えるＩＴ活用」

 
が圧倒的

　　再構築の理由1位は

 
「業務の効率化、プロセス改革のため」

　基幹業務システム再構築に直面している企業は8割を超す

JUAS(日本情報システム・ユーザ協会) ユーザー企業IT動向調査　2006より

4
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１-３．

・改修に手間がかかる
・システムをつなげるのも大変
・運用も複雑

ＩＴ部門の悩み

背景にあるシステムの課題

システムの使い分けが難しい

標準の連携インタフェースがない。

業務ロジックの中にビジネス
プロセスが埋め込まれている。

運用が個別になっており不統一

経理システム
ERPパッケージ

物流
システム

販売管理
システム

配送管理
システム

業務プロセス改革に向けた
全体最適なシステムは
どうすれば？

個別システムの集合体

生産管理
システム

ERP：Enterprise Resource Planning
5

ＩＴ部門が直面する悩みとシステムの課題
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１-４．
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業務プロセス改革のニーズに応えるために

ＳＯＡに基づく全体最適なシステム構築が有効

メインフレームからサーバまで、既存資産を含めた業務システムを

　「フロント統合」　「プロセス統合」　「情報統合」　の３つの階層で統合

　プロセス統合

フロント統合

商品ＤＢ顧客ＤＢ

販売管理システム
（オンライン）

ワークフロー
システム

配送管理システム
（オンライン）

物流システム
（ＳａａＳ）

情報統合

経理システム
（ＥＲＰパッケージ）

生産管理
（メインフレーム）

SOA：Service Oriented Architecture
SaaS：Software as a Service

変化即応型のシステム全体最適化に向けた考え方
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ＳＯＡの実現に向けた懸念１-５．
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販売管理
システム

配送管理
システム

物流
システム

　

生産管理
システム

ワークフロー
システム

経理システム
ERPパッケージ

フロント統合

プロセス統合

情報統合

業務プロセス最適化（To-Be）

経理システム
ERPパッケージ

物流
システム

販売管理
システム

配送管理
システム

個別システムの集合体

生産管理
システム

懸念懸念

多大な投資が必要なのではないか？
時間が掛かり過ぎるのではないか？
導入リスクが高いのではないか？
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販売管理
システム

配送管理
システム

物流
システムフェーズ

１
フェーズ

１

フェーズ
２

フェーズ
２

フェーズ
３

フェーズ
３

　

生産管理
システム

ワークフロー
システム

経理システム
ERPパッケージ

フロント統合

プロセス統合

情報統合

業務プロセス最適化（To-Be）

ＳＯＡを実現する現実的な方法１-６．

経理システム
ERPパッケージ

物流
システム

販売管理
システム

配送管理
システム

個別システムの集合体

生産管理
システム

8

解決
指針

解決
指針

段階的なシステム最適化で、効果の早期創出とリスクの回避
　　

 
現行システムを活用しながら、業務プロセスをシステム化

　　

 
新規システムの追加、現行システムの変更などを段階的に実施
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ＳＯＡの実現順序　ー統合パターンの比較ー　１-７．
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統合

パターン
内容 効果 特徴

フロント

統合

快適なユーザインターフェースを提供

　・業務に必要な情報を１画面に集約

　・直感的な操作の実現

ビジネスユーザ

 に直結した業務

 の改善

・取り掛かりやすい

・短期間で効果が　　　

 　出やすい

プロセス

 統合

変化に迅速に対応できるシステムを実現
　・ビジネスプロセスによる、
　　ビジネスロジックと業務プロセスの分離

ワンストップサービスの実現
　・ESBによる、複数システムの連携

システム開発の

 効率化
ビジネスユーザ

 の効率化

・抜本的な業務改善で　

 　大きな効果が得られる

・検討開発にある程度　

 　時間が必要

情報統合

システム間に散在する情報を統合

　・ニーズに応じて各種サービスに　　　　　

 　　タイムリーにデータを提供

アプリケーション

 開発者や運用者

 の工数削減

・マスタ構造などの　　　

 　再設計が必要

・抜本的な改善に必要　

 　となることが多い

3つの統合パターンの特徴

ポイントポイント 各パターンの特徴を踏まえ、段階的に全体最適システムを実現

ESB：Enterprise Service Bus
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段階的なシステム最適化のイメージ　１-８．

フェーズ３

生産管理
サービス

経理サービス
ERPパッケージ

フェーズ２

販売管理
サービス

配送管理
サービス
　

プ
ロ

セ
ス

統
合

フェーズ１

10

与信審査
サービス

　

フ
ロ

ン
ト
統

合 注文登録
サービス

ポイントポイント
フロント統合から始めて素早く効果を実感
業務プロセス全体の最適化に向けて段階的に拡張
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フロント統合から始めるSOA

2
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複雑化する業務における課題①２-１．

12

HITACHI   BLOG

日 　 月 　火　水　木　金　土

　　　 　　　　　    1　2
  3　4　5　6　7　8　9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31　

海・旅・ 美味い物

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

H I T A C H I N e t S h o p p i n g

①過去の案件データベース

②提案登録システム

③見積り作成システム

新加入メンバ
ベテランメンバ

新加入メンバの業務手順
　　　　　②→③

ベテランメンバの業務手順
　　　　　①→②→③

課題課題
①

 
利用者によって業務手順に差がある

②

 
業務の多様化や扱うシステムの増加により、システムを使いこなすのが大変

いきなり提案書なんて
作れない・・・。

過去の似た案件を
参考に提案しよう

例：提案書の作成
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複雑化する業務における課題②２-２．
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①顧客審査

②事例検索

④見積り依頼

③提案書作成

見積りの業務の流れ

提案事例
検索
サービス

顧客審査サービス

見積り依頼
ワークフロー
システム

提案書
作成支援
システム

ギ
ャ
ッ
プ

照会 確認

顧客照会
サービス

与信確認
サービス

課題課題

いつ、どのシステムを、どうやって、
使えばいいのかわからない・・・。

例：見積り

①

 
利用者によって業務手順に差がある

②

 
業務の多様化や扱うシステムの増加により、システムを使いこなすのが大変
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フロント統合による解決方法２-３．
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顧客審査

事例検索

提案書作成

見積り依頼

業務 顧客審査
サービス

提案事例
検索
サービス

見積り依頼
ワークフロー
システム

提案書
作成支援
システム

①顧客審査

②事例検索

④見積り依頼

③提案書作成

見積り業務の流れ 照会 確認

顧客照会
サービス

与信確認
サービス

解決
方法

解決
方法

業務手順付きで画面にシステムを統合＝新アプローチ！
　　

 
①

 
ベストプラクティスを共有・活用

 
→

 
効率向上！

　　

 
②

 
業務手順に合わせて利用するシステムを整理

 
→

 
コスト削減！

業務手順を
フローチャートで

「見える化」して共有

業務の流れに合わせて
必要なシステムを

順番に表示

顧客審査サービス例：見積り
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フロント統合から始めるSOAの考え方２-４．

15

データ
ベース

メッセージングや
ファイル転送等

による連携

各種システム
Ｗｅｂサービス

参照

ＵＲＬリンク

現場に即した考え方で

効果を実感し易い

既存資産の活用で

構築期間が短い

ＢＰＥＬ

ポイントポイント

業務手順付きで画面にシステムを統合
　　①

 
ビジネスプロセスを業務画面として表現

　　②

 
システムを画面にマッピング

①エンドユーザの
業務単位で

　

 
業務手順を画面化

②利用するシステムを
　

 
まずは画面上に統合

必要に応じて
プロセス統合へと拡張
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①ビジネスプロセスを業務画面として表現２-５．

16

要件要件 ノンプログラミングでカンタンに業務手順を画面化したい

Flow Guide

text

Link

text

各種コンテンツや入力情報
外部リンクなどを貼り付けて
業務のガイダンスを作成

ドラッグ＆ドロップで
パーツを配置

業務手順を
そのまま画面に表現

　　ＧＵＩエディタ
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②システムを画面にマッピング２-６．

　　外部システム連携

17

各種ＳＯＡ
サービス

Ｗｅｂサービス

 

プラグイン

データベース

 

プラグイン

ＳＯＡ

 

プラグイン

各種Ｗｅｂ
サービス

データ
ベース

各種システム

その他各種プラグイン
バックエンドシステムと
連携するプラグインを

ＪａｖａTMで開発

ＵＲＬリンク

要件要件 様々なシステムを画面上に連携したい
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フロント統合から始めるシステム開発２-７．
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フロント統合におけるシステム開発

潜在ニーズ調査潜在ニーズ調査

ユーザビリティ評価ユーザビリティ評価

現状のシステム開発

企画・提案企画・提案

プロジェクト計画プロジェクト計画

基本設計基本設計

機能設計機能設計

詳細設計詳細設計

コーディングコーディング

テストテスト

仕様変更依頼仕様変更依頼

設計設計

コーディングコーディング

テストテスト

テストテスト

コーディングコーディング

詳細設計詳細設計

機能設計機能設計

企画・提案企画・提案

プロジェクト計画プロジェクト計画

基本設計基本設計

「テスト⇔改善」「テスト⇔改善」

 
を繰り返し実施できるため、を繰り返し実施できるため、

 手戻りを無くし開発期間を短縮できる手戻りを無くし開発期間を短縮できる

エンドユーザの業務視点でトライ＆エラーを繰り返しながら開発

手戻り

テスト
⇔改善
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現状のシステム開発２-８．
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あるネットワーク管理システム開発時の様子

SE

ホワイトボード

仕様
提案

ボタンは･･･
タブは･･･

画面仕様

ボタンは･･･
タブは･･･

ホワイトボード

SE

利用者

どうやって使うの？

マニュアルはどこ？

SE 情報システム部門

仕様
確認

合意

考えていたのと
ちょっと違うなぁ

新しい顧客サービスの追加など
画面の変更が多い

顧客顧客
課題課題

顧客顧客
課題課題

仕様確認に時間をかけても
できあがった画面のイメージが違う

システムの操作が
わかり難い

顧客顧客
課題課題

情報システム部門

情報システム部門
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フロント統合におけるシステム開発２-９．
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フロント統合におけるシステム開発の様子

業務画面とバックシステムを柔軟に連携！

新しい顧客サービスの追加にも
フローチャート追加で素早く対応

業務の流れと操作手順を「見える化」！

マニュアルを見なくても操作できる
わかり易い画面を作成

GUIを使った画面開発！

カンタンに作成して
素早く改善

SE 情報システム
部門

仕様
提案＆確認

合意

変化に
強い

スピードアップ

導入
教育が
不要
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フロント統合を実現する

 
uCosminexus

 
Navigation Platform２-１０．

21

エンドユーザ

各種ＳＯＡサービス

ワークフロー
プラグイン

Ｗｅｂサービス
プラグイン

データベース
プラグイン

ＳＯＡ
プラグイン

各種Ｗｅｂサービス

データ
ベース

ワークフロー
システム

HITACHI   BLOG

日 　 月 　火　水　木　金　土

　　　　　　　　    1　2
  3　4　5　6　7　8　9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31　

海・旅・ 美味い物

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

プラグイン

Flow Guide

text

Link

text

uCosminexus 
Navigation Developer

改善ポイントや知識・ノウハウ
を簡単に画面へフィードバック

業務手順を「見える化」
フローチャートに整理

画面開発者

システム連携開発者

ポイントポイント
業務に必要な「知識・ノウハウ」とシステムを画面上で融合させ
一人ひとりの業務を支援するミドルウェア

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

uCosminexus

 

Navigation Platform

業務手順のベストプラクティスを
組織内で利用
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デモンストレーション２-１１．

22

映像によるご紹介
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フロント統合の適用例

3
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適用例①
 

金融商品のリスク説明３-１．

24

投資・保険などのリスクを有する金融商品の契約時に、利用者に対してリスク内

 容を確実に説明し、利用者が承諾したことを記録する必要がある。

シチュエーション

多種多様な商品ごとに適切な内容を説明する。
次々と開発される新商品に迅速に対応する。

説明の内容を省略したり順序を誤らないよう説明を行う。
正確な手順を効率よく実施する。

説明を実施し利用者が承諾したことを漏れなく記録する。
記録を確実に保管し管理する。

例外業務にも対応する。
契約時の各種作業との連携を行う。

窓口

利用者 従業員

従業員の業務における要件

Ｎｅｗ！Ｎｅｗ！
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適用例①
 

金融商品のリスク説明３-１．

25

各商品に対応した説明手順・内容を画面でガイダンスし確実に実施。承諾結果を

 システムに登録・管理するとともに、各種システムとも連携します。

ソリューション

窓口

利用者 従業員

各商品ごとの説明手順をフローチャートで表示

 
し、説明内容をガイダンスします。迷わず正確

 
な手順・内容で必要な情報を説明することが

 
できます。

Ｎｅｗ！Ｎｅｗ！

新たな商品の追加やルール

 
の変更も簡単に画面上に反

 
映。サービス品質・コンプラ

 
イアンスを維持できます。

各種システムと連携し、実績管理や例

 
外処理などをスムーズに実行できます。

帳票を印刷し
利用者に郵送

説明承諾
実績を記録
保管・管理

顧客データ
ベースを更新
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適用例①
 

金融商品のリスク説明３-１．
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画面開発をブラウザ上のＧＵＩ操作で行えるエディタ機能で開発効率を大幅に向上。
柔軟なプラグイン機構を備え、既存システムを利用した拡張を可能に。

テクノロジ

uCosminexus

 

Navigation Platform

データベースデータベース
プラグインプラグイン

文書管理文書管理
プラグインプラグイン

ＳＯＡＳＯＡ
プラグインプラグイン

帳票生成帳票生成
プラグインプラグイン

プラグインプラグイン

uCosminexus 
Navigation Developerシステム連携開発者

DocumentBroker

EUR

uCosminexus
Service Platform

データ
ベース

HiRDB

ＪａｖａTM，ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ

 
による開発

インストール不要、Ｗｅｂブラウザ上で

 
のＧＵＩ操作で画面開発。

パーツをドラッグ＆

 
ドロップ等の直感的

 
な操作でフローチャー

 
トとガイダンス画面

 
を作成。
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適用例②
 

見積り業務を支援３-２．

見積り
システム

Ｗｅｂ画面で適切な手順と
情報を表示し
ベストプラクティスを共有

HITACHI Net Shopp ing

適用前 適用後

事例ＤＢ

案件管理
システム

uCosminexus

 

Navigation Platform

ポイントポイント
業務に必要なシステム・情報コンテンツを使いこなすノウハウを共有
業務品質を向上できます

まずは見積もり。
次に提案資料を事例検索して

案件管理を更新しよう。

提案資料を作ろうにも
情報が足りないなぁ。

こっちの見積りを先に
取っておくべきだった・・・。
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適用例③
 

システムの運用・保守業務を支援３-３．

ワークフロー
システム

ジョブ管理
システム

障害コード
ＤＢ

uCosminexus

 

Navigation Platform

画面の指示に従うことで
業務フローを確実に実行

適用前 適用後

ポイントポイント
埋もれがちな手順書を業務フローの中に形式化して確実に実行
ミスによるトラブルを減少できます

あっ！ジョブが失敗した。
どうすればいいんだっけ？

この障害コードは．．．
どのマニュアルかなぁ。

調査依頼のやり方・・・
どこを見ればいいの？
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まとめ

４
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ＤＢＤＢ

ＥＴＬ

業務ポータル情報ポータル

ビジネスプロセス管理

 

／

 

エンタープライズサービスバス

プロセス統合基盤

フロント統合基盤

情報統合基盤アプリケーション基盤

ＤＢ

フェデレーション レプリケーション
アプリケーションサーバ
バッチ処理
ストリーム処理
ワークフロー処理
コンテンツ管理

データ交換
セキュリティ
帳票出力
TPモニタ

Ｃｏｓｍｉｎｅｘｕｓが実現するＳＯＡ４-１．

Ｖ８
’０８.１1～

 

出荷開始

30

ポイントポイント
素早く始めるポイントソリューションから
大きく描くトータルソリューションまで
Cosminexusはシステムの段階的な進化をサポートします

uCosminexus 
Navigation Platform

ＮＥＷ
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まとめ

フロント統合から始めて早期に効果を実感
段階的に最適システムへ

「知識・ノウハウ」を共有して業務品質を向上
ベストプラクティスの確立・横展開で現場力を底上げ

Cosminexusで課題解決のスタートを！

４-２．

31
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Ｃｏｓｍｉｎｅｘｕｓ

 
ホームページ
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資料について

本資料は2008/11時点で開発中の内容を元に作成しております。
一部機能や画面などは変更される可能性があります。
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